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・ ２月のユーロ圏のＰＭＩ総合指数（速報値）は小幅増加との事前予想を裏切り、前月から低下した

（48.6→47.3）。昨年11月以来、４ヶ月連続で前月から悪化ペースが緩和してきたものの、今月は再

び悪化が加速。発表元のMarkitによれば、同指数の水準からは1-3月期のユーロ圏の実質ＧＤＰ成長率

が前期比▲0.2～0.3％程度の落ち込みになったと推測される。昨年10-12月期の同▲0.6％からマイナ

ス幅の縮小が予想されるものの、年明け以降も景気が引き続き後退局面にあることが示唆される。 

・ 国別・業種別の内訳は、ドイツの製造業が12ヶ月振りに好不況の分岐点（50）を上回ったほか、サー

ビス業も前月から改善モメンタムがやや弱まったものの好調を維持した。フランスは製造業・サービ

ス業ともに分岐点を下回っての低迷が続いている。その他ユーロ圏（イタリア、スペイン、オランダ、

オーストリア、アイルランド、ギリシャが調査対象）は、製造業の落ち込みに歯止めが掛かってきた

ものの、厳しい雇用環境や財政引き締めの影響もあり今次サイクルのボトム近傍で低迷が続いている。 

・ 今月の指数からは、ドイツの独り勝ちとそれ以外の国の出遅れが改めて確認された。ユーロ圏全体の

景気が浮上してくるには、出遅れているドイツ以外の底入れが必要だが、失業率の上昇や銀行の貸出

態度の厳格化などが引き続き足枷となっている。年後半の景気回復シナリオに一抹の不安も覚える。 

■ユーロ圏：ＰＭＩ総合指数と実質ＧＤＰ成長率 ■ユーロ圏：ＰＭＩ製造業指数

注：実質ＧＤＰ成長率は前期比年率。 出所：Markit

出所：Markit、Eurostat
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■ＰＭＩ指数（季節調整済み）

2012 2012 2013
1Q 2Q 3Q 4Q 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

ユーロ圏 総合産出指数 49.6 46.4 46.3 46.5 46.5 46.3 46.1 45.7 46.5 47.2 48.6 47.3

製造業ＰＭＩ指数 48.5 45.4 45.1 45.9 44.0 45.1 46.1 45.4 46.2 46.1 47.9 47.8
サービス業業況指数 49.5 46.9 47.1 46.8 47.9 47.2 46.1 46.0 46.7 47.8 48.6 47.3

ドイツ 製造業ＰＭＩ指数 49.9 45.5 45.0 46.3 43.0 44.7 47.4 46.0 46.8 46.0 49.8 50.1
サービス業業況指数 52.9 51.3 49.4 50.0 50.3 48.3 49.7 48.4 49.7 52.0 55.7 54.1

フランス 製造業ＰＭＩ指数 48.4 45.6 44.0 44.3 43.4 46.0 42.7 43.7 44.5 44.6 42.9 43.6
サービス業業況指数 50.8 46.1 48.1 45.2 50.0 49.2 45.0 44.6 45.8 45.2 43.6 42.7

出所：Markit  


